



































































































































































































































































を第 1 番目として，第 3 番目までを順位付けし
て回答を求めた。回答総数は男性50名，女性92
名の合計142名，年齢内訳は20代男性 4 名，30
代男性 11 名，40 代男性 11 名，50 代男性 14 名，
60代男性 7 名，70代男性 3 名，そして，20代未
満女性 4 名，20 代女性 32 名，30 代女性 15 名，
40代女性16名，50代女性13名，60代女性 8 名，
















































































































































































































































































































4 ） 社会教育法の第 9 条には「図書館及び博物館は，
社会教育のための機関とする」と定められている。
『社会教育法』1949年制定





















14） 前掲注 8 ）と同様に，観光まちづくりイベントに
関しても南川孝司氏のご教示による。なお，南川
氏によれば，実数は明確ではないが，これらのイ
ベントには地域外からも多くの方々が訪れている
ようである。
15） このアンケート調査は平成25年12月14日，15日，
平成26年 1 月26日に大阪国際空港南ターミナル
（ANA）において，筆者の当時の 3 回ゼミ生が中
心となって実施したものである。なお，本稿の「は
じめに」で用いた前掲注 3）資料は，「動・植物園，
水族館，博物館，美術館，郷土資料館」が同項目と
して扱われているため，厳密に項目内の割合を看
取することができない。漠然と全体の傾向を論じ
た「はじめに」とは異なり，ここから本稿は詳細を
論じていくこととなるが，「博物館，郷土資料館」
に関してスポットを照射したいと考える本稿の趣
旨からすれば，「博物館」のみを項目名として記載
した大阪国際空港のアンケート調査の結果を用い
た方が適当であると判断した。冒頭とは異なる調
査結果を唐突に使用した理由はここにある。
16） 「その他」の項目については，設問が求める内容の
回答ではないものが多く，また本稿には直接影響
がないため，本稿のグラフには反映していない。
17） 推測の域を出るものではないが，動物園・植物園
や水族館などが博物館に含まれるという事は，一
般にはさほど理解されてはいないと考えられる。
筆者の経験的事象ではあるが，学生数名から「動
物園や水族館はテーマパークやレジャー施設だと
認識していた」という所感を聞いたことがある。
18） もちろん，これら以外の要因として，運営組織が
強固なことなどもあげることもできよう。この点
に関しては別に検討してみたい。
19） 筆者は地域における存在感の構築に体験プログ
ラムが有効であると考えている。今後，ミュージ
アムにおける体験プログラムと地域づくりや観光
振興の関係性については別に稿を起こす予定であ
る。
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